
 １１月２１日にサハトべに花を会場に、東京フィルハーモニー交響楽団の公演が行われま

した。７月８日に団員５名が来校してワークショップを行いましたが、今回が演奏と合唱の

共演の本番でした。当日は総勢８０名の団員がやってきて、迫力の演奏を披露してくれまし

た。インフルエンザ流行の関係で、『交響曲第九番「合唱付き」』はハミングで、河北中校歌

はマスクをつけて小さな声で歌い、オーケストラと共演しました。その他、指揮者体験あり、

ボディーパーカッションありと本当に楽しく過ごすことができました。また、前回同様、本

校の卒業生のホルン奏者である高橋さんも、河北中生や保護者、地域の方々を前に素晴らし

い演奏を披露してくれました。オーケストラの魅力を感じる充実した時間になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月１２日に本校を会場に公開授業研究会が行われ、町内外から１００名を超える先

生方が来校し、社会（3 年２組）、道徳（2 年５組）、音楽（1 年３組）の授業を参観してい

ただきました。今年度は研究主題「生き生きと学び、自立に向かう生徒の育成」として、

特に表現力や言語活動などに焦点を当て、学校研究を進めてきました。どのクラスでも、

多くの参観者を前にして、生徒の皆さんも最初は緊張していましたが、授業が進むにつれ

て、自分の考えをしっかりと表現する姿がたくさん見られました。授業後の事後研究会に

おいても、参観してくださった先生方からもたくさんのお褒めの言葉をいただきました。

これからも教員と生徒が一緒になって、いい授業を創っていきたいと思います。 

 

令和７年１２月１５日号 

校長 原田 正明 



 １１月８日に県新人決勝大会が行われました。その

結果、卓球男子団体が準優勝し、また、個人戦では柔

道女子個人で優勝しました。おめでとうございます。 

これで新人戦は終了し、６月の地区総体にむけて実

力をつける時期になります。苦しいトレーニングもあ

るかと思いますが、しっかりと努力を積み重ね、一歩

一歩成長していきましょう。 

文化活動の活躍 少年の主張＆税の作文 
河北中生は文化面でも頑張っています。少年の主張では、『未来への架け橋』と題して発

表した渡部さん（３年）が西村山大会で優秀賞、村山ブロック大会では優良賞となり、見事、

県大会に進みました。県大会でも堂々と自分の主張を発表し、奨励賞となりました。 

また、３年生が夏休みの課題として書いた「税についての作文」コンクールでは、『自分

が支え、支えられる税制度』と題して出品した足立さん（３年）が見事、全国納税貯蓄組合

連合会会長賞を受賞しました。おめでとうございます。 

 １１月１０日～１４日まで、生徒会の呼びかけで「おは

ようプロジェクト」が実施されました。昨年度までは、各

小学校に出向いてあいさつ運動を行っていましたが、２

学期以降のくま騒動もあり、今回は学校周辺に分かれて

立ち、あいさつ運動

に加え、自転車の安

全運転を呼び掛けま

した。最初は恥ずか

しがってかあまり大きな声でのあいさつができません

でしたが、次第に慣れて大きな声が出るようになりまし

た。これからも河北中生の爽やかなあいさつで町内を明

るくしていきましょう。 

(３年総合) 
 １１月２８日に３年生が総合的な学習の時間で学習してきた

河北町への提言「河北構想」の発表を、町内各所に出向いて行っ

てきました。自分たちで分野を選択し、アンケートなども行いな

がら、よりよい河北町にするためのアイディアをまとめました。  

１１月１４日には、谷地高校に訪問し、谷地高生からアドバ

イスを受け、本番に臨みました。当日は、タブレットを使い、

根拠を示しながら自分たちの考えをしっかりと発表してきま

した。中にはすぐにでも採用したいとの声もいただきました。 

 これからの社会を担う中学生が、ふるさと河北町のことを想

い、将来を考えることは本当に大切だと思います。 

ご協力いただいた関係者の皆さまありがとうございました。 

県新人決勝大会 結果 

【団体種目】 

第２位 卓球男子団体    

【個人種目】  

第１位 柔道女子個人  後藤 さん 

第３位 卓球男子個人  早坂 さん 

卓球女子個人  佐藤 さん 

柔道女子個人  渡邉 さん 

 


